
省

令

改

正

後

改

正

前

第
一
条
の
二
の
三

法
第
六
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
保
育
所
、
学

校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
幼
稚
園
（
以
下
「
幼
稚
園
」
と
い
う
。）、
小
学

校
（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
含
む
。）及
び
特
別
支
援
学
校
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」

と
い
う
。）第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
い
う
。）（
保
育
所
又
は

幼
稚
園
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
第
二
十
四
条
及
び
第
三
十
六
条
の
三
十
五
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）そ
の

他
児
童
が
集
団
生
活
を
営
む
施
設
と
し
て
市
町
村
が
認
め
る
施
設
と
す
る
。

第
一
条
の
二
の
三

法
第
六
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
保
育
所
、
学

校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
幼
稚
園
（
以
下
「
幼
稚
園
」
と
い
う
。）、
小
学

校
（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
含
む
。）及
び
特
別
支
援
学
校
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」

と
い
う
。）第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
い
う
。）（
保
育
所
又
は

幼
稚
園
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
第
二
十
四
条
及
び
第
三
十
六
条
の
三
十
五
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）そ
の
他
児
童

が
集
団
生
活
を
営
む
施
設
と
し
て
市
町
村
が
認
め
る
施
設
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
三
十
二
の
三

（
略
）

第
三
十
六
条
の
三
十
二
の
三

（
略
）

第
三
十
六
条
の
三
十
二
の
四

子
育
て
短
期
支
援
事
業
を
行
う
者
は
、
当
該
事
業
の
実
施
に
よ
る
事
故
の
発
生
又

は
そ
の
再
発
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
当
該
事
実
を
都
道
府
県
知

事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

第
三
十
六
条
の
三
十
五

（
略
）

第
三
十
六
条
の
三
十
五

（
略
）

一
時
預
か
り
事
業
を
行
う
者
は
、
当
該
事
業
の
実
施
に
よ
る
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
の
防
止
に
努
め
る

と
と
も
に
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
当
該
事
実
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
新
設
）

第
三
十
六
条
の
三
十
九

（
略
）

第
三
十
六
条
の
三
十
九

（
略
）

第
三
十
六
条
の
三
十
九
の
二

病
児
保
育
事
業
を
行
う
者
は
、
当
該
事
業
の
実
施
に
よ
る
事
故
の
発
生
又
は
そ
の

再
発
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
当
該
事
実
を
都
道
府
県
知
事
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

第
三
十
六
条
の
三
十
九
の
三

子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
を
行
う
者
は
、
当
該
事
業
の
実
施
に
よ
る
事
故
の
発

生
又
は
そ
の
再
発
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
こ
れ
を
早
期
に
把
握
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
当
該
事
業
を
行
う
者
は
、
当
該
事
業
の
実
施
に
よ
り
事

故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
当
該
事
実
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

第
四
十
九
条
の
五

法
第
五
十
九
条
の
二
の
二
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
五

法
第
五
十
九
条
の
二
の
二
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

保
育
す
る
乳
幼
児
に
関
し
て
契
約
し
て
い
る
保
険
の
種
類
、
保
険
事
故
及
び
保
険
金
額

（
新
設
）

八

提
携
し
て
い
る
医
療
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
提
携
内
容

（
新
設
）

九

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法

（
新
設
）

十

非
常
災
害
対
策

（
新
設
）

十
一

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

平成年月日 金曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
三
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し

て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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